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「適正使用のお願い」

2

抗CD20モノクローナル抗体「リツキシマブBS点滴静注100mg「KHK」適正使用のお願い（協和キリン株式会社）より
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国が指定するがん診療連携拠点病院の整備指針（抄）
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コミュニケーションと心理的安全性

厚生労働省健康局長通知「がん診療連携拠点病院等の整備について」より



国の第3期がん対策推進計画（2018年閣議決定）

がん研究（抜粋）

（取り組むべき施策）
国は、治験をはじめとした臨床研究の情報を医療従事
者や国民にわかりやすく提供するとともに、関係団体
等と連携し、治療開発を一層推進する。

ＡＭＥＤは、海外の研究体制と同様、我が国でも患者
やがん経験者が研究のデザインや評価に参画できる体
制を構築するため､平成 30（2018）年度より、患者
及びがん経験者の参画によって、がん研究を推進する
ための取組を開始する。また、国は、研究の計画立案
と評価に参画可能な患者を教育するためのプログラム
の策定を開始する。

国の第3期がん対策推進基本計画とPPI・ELSI（倫理的・法的・社会的な課題）への対応
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厚生労働省厚生科学審議会科学技術部会全ゲノム解析等の推進に関する専門委員会（第11回）資料より
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がん研究（抜粋）
（現状・課題）
法第 22 条は、「国及び地方公共団体は、民間の団体が行うがん患者の支援に関する活動、がん患者の団体が行
う情報交換等の活動等を支援するため、情報提供その他の必要な施策を講ずるもの」としており、また、法第 
25 条第２項は、がん対策推進協議会の委員は、がん患者やその家族・遺族を代表する者も含め、任命すること
としている。さらに、がん患者を含めた国民は、法第６条により、「がんに関する正しい知識を持ち、がんの予
防に必要な注意を払い、必要に応じ、がん検診を受けるよう努めるほか、がん患者に関する理解を深めるよう努
めなければならない」とされている。国民本位のがん対策を推進するためには、国と地方公共団体と、患者団体
等の関係団体やがん患者を含めた国民が協力して、取組を進めていくことが必要である。また、その際には、多
様な患者・市民が参画できる仕組みを整備するとともに、患者・市民参画に係る啓発・育成もあわせて推進する
ことが必要である。

（取り組むべき施策）
国及び都道府県は、国民本位のがん対策を推進するため、基本計画及び「都道府県がん対策推進計画」（以下
「都道府県計画」という。）の策定過程について、性別、世代、がん種等を考慮し、多様ながん患者等の参画を
推進する。また、諸外国の公募制、代表制等の事例も踏まえつつ、患者・市民参画の更なる推進に向けた仕組み
を検討する。国は、これまでがん研究分野で推進されてきた、がん患者及びがん経験者の参画の取組に係る知見
について、患者・市民参画に関する研究成果も踏まえ、各分野への横展開を行う。

国の第4期がん対策推進基本計画（2023年3月閣議決定）
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研究への患者・市民参画（PPI）／AMED

AMEDホームページより
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諸外国の研究資金配分機関におけるPPIの動向

AMED「臨床研究等における患者・市民参画に関する動向調査報告書」（EY新日本有限責任監査法人）より



研究の流れと患者参画

基礎研究 非臨床試験 臨床試験 審査と承認

「研究をどのように
進めたら良いのだろう？」

「研究を理解し
応援しよう！」

①臨床試験に患者（被験者）として参加すること

②研究を計画し評価する場に患者として参加すること

③研究を患者や市民が理解し支援すること
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日本医療研究開発機構（AMED）令和6年度 「革新的がん医療実用化研究事業」研究開発提案書より
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日本医療研究開発機構（AMED）ホームページより



J-SUPPORT（日本がん支持療法研究グループ）における患者・市民参画（PPI）
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「J-SUPPORT研究成果概要」より



J-SUPPORT（日本がん支持療法研究グループ）における患者・市民参画（PPI）
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J-SUPPORT（日本がん支持療法研究グループ）ホームページより



J-SUPPORT（日本がん支持療法研究グループ）における患者・市民参画（PPI）
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「J-SUPPORT研究成果概要」より



SCRUM-JapanとMONSTAR-SCREENにおけるPPI

国立がん研究センタープレスリリース「リキッドバイオプシーによる個別化医療の実現を目指す新プロジェクト「CIRCULATE-Japan」始動」より
国立がん研究センター東病院「MONSTAR-SCREEN」より
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SNSを応用した「仮想の街」としてのFairy’s platform

＜学びの場＞
がんに関連する「正解の無い」
問いをみんなで考える

＜研究参画の場＞
PRT/ICFへの意見出し、レビュー
模擬研究参加ワークショップ

意見交換会

「Fairy’s」（フェアリーズ）試験運用版ご参加のお願い（研究代表者：吉野孝之・国立がん研究センター東病院副院長、天野慎介・全国がん患者団体連合会理事長）より

＜コミュニケーションの場＞
患者・市民同士
患者・市民と研究者

がんゲノム関連最新情報の提供



JCOG乳がんグループでのPPIの例

第1回JCOG患者・市民セミナー「JCOGが目指すPPIの方向性とディスカッションのテーマ」（国立がん研究センター中央病院臨床研究支援部門・中村健一先生）より



作成・改訂・評価などに関わったガイドラインの例
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作成・改訂・評価などに関わったガイドラインの例
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「がん患者の呼吸器症状の緩和に関するガイドライン2016年版」より



作成・改訂・評価などに関わったガイドラインの例
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「がん患者の呼吸器症状の緩和に関するガイドライン2016年版」より
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